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（理由書②－研究補助者）

年   月   日
	業務管理者名：
	


研究補助者の基準時給に関する理由書
　以下の基準時給を適用します。
	ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
	

	作業従事者名
	

	所属
	

	現在の資格
（□に印を入れる。）
	□　研究助手（学外のみ）
□　博士後期課程学生(学内・学外)
	□　修士課程学生(学内・学外)
□　その他(学内・学外)

	時給額
	
	円
	□規程の基準以下の金額設定
※規程に定めた基準以下の場合は、□に印を入れる。

	【早稲田大学研究補助者就業規程（第32条）】
号別
時間単価
基準
一
3,000円～2,000円
研究助手またはこれと同等の知識および経験を有すると認められる者
二
2,000円～1,500円
博士後期課程学生もしくはこれと同等の知識および経験を有すると認められる者　または特殊もしくは専門的技術を有すると認められる者

三
1,500円～1,200円
修士課程学生またはこれと同等の知識および経験を有すると認められる者

四
1,200円～1,100円
前３号以外の者
　　　　　　　　　　　　下限1,100円　

	上記別表の備考欄に定めた「同等の知識および経験を有する者」という基準を適用して、時給単価を設定する場合、その理由について記入してください。

※上記、「規程の基準以下の金額設定」欄に印を入れている場合は、記入不要。

	


【当理由書の提出について】

1 本学の学生（学籍保有者）以外・・・全員必要。
他大学の修士課程学生を時給1,500円で支払う場合など、「早稲田大学研究補助者就業規程（第32条）」に定めた基準以下の時給で支払う場合は、「規程の基準以下の金額設定」の□に印を入れ、理由は省略しても構いません
(現在、博士後期課程学生・修士課程学生・研究助手以外の方で、1200円を超える時給で雇用する場合は、理由を明記してください)。
2 本学の学生（学籍保有者）　　・・・「早稲田大学研究補助者就業規程（第32条）」に定められた基準時給単価より上回る場合のみ、必要。
例）・学部生→1,200円を超える時給で雇用する場合。

　 ・修士学生→1,500円を超える時給で雇用する場合。

　 ・博士後期課程学生→2,000円を超える時給で雇用する場合。

